
指標の名称 単位 指標の解説 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度
名  称 - 長岡支所 長岡支所 長岡支所

事業場名 -
信濃川下流
流域下水道

長岡浄化センター

信濃川下流
流域下水道

長岡浄化センター

信濃川下流
流域下水道

長岡浄化センター
供用開始 - 処理を開始した年月 昭和60年7月 昭和60年7月 昭和60年7月
下水排除方式 - 汚水と雨水を排除するための管きょ系統 分流式 分流式 分流式

水処理方式 - 採用している水処理方法
標準

活性汚泥法
標準

活性汚泥法
標準

活性汚泥法
汚泥処理方式 - 採用している汚泥処理方法 濃縮-消化-脱水 濃縮-消化-脱水 濃縮-消化-脱水
職員数 人 浄化センターに勤務する公社職員数 5 5 5
維持管理費 千円 管きょ費、ポンプ場費、処理場費、その他 471,508 511,914 477,072
維持管理費民間委託比率 % 維持管理費の内、民間に委託した費用の割合 55.03 51.60 48.51
計画処理区面積（全体) ha 下水を浄化センターで処理する計画処理区内の面積 5,000 4,950 4,950
処理面積 ha 処理を開始した処理区域の面積 3,748 3,913 3,917
計画処理区域人口 人 下水を浄化センターで処理する計画処理区内の人口 134,100 121,033 120,199
処理人口 人 処理を開始した処理区域の人口 121,508 120,903 120,074
水洗化人口 人 処理を開始した処理区域の人口の内実際に下水道に接続している人口 116,635 116,619 116,407
排水人口密度 人/ha 下水を排除することが出来る区域の、１ｈａあたりの人口割合 32.4 30.9 30.7

普及率 %
計画人口に対し供用開始した人口の割合
（処理人口／計画処理人口×１００）

99.9 99.9 99.9

水洗化率 %
供用開始した人口の内、接続され処理が開始された人口の割合
（水洗化人口／処理人口×100)

96.0 96.5 96.9

汚水管きょ延長 ｍ 流域下水道として管理する汚水管渠の延長 44,190 44,190 44,190
全体計画処理能力水量（日最大) m3/日 当該浄化センターが最終的に完成した時点の処理能力 108,500 61,920 61,920
現在晴天時処理能力水量 m3/日 浄化センターが現在有する水処理能力 61,920 61,920 61,920
現在晴天時最大処理水量 m3/日 晴天時に水処理施設に入った日最大処理水量（過去１年実績） 47,839 55,733 49,885
現在晴天時平均処理水量 m3/日 晴天時の日平均処理水量（過去１年実績） 39,468 40,561 39,617
年間降雨量 mm 当該浄化センターにおける年間降雨量 2,464 2,196 1,632
平均気温 ℃ 当該浄化センターにおける年間平均気温 14.7 14.7 15.4

放流先水域の類型 -
浄化センターの処理水放流先の水域の類型、河川の範囲毎にＡＡ～Ｅの６段階
の水質基準が設置されており、水質基準がＡＡに近いほど厳しくなる.

Ａ Ａ Ａ

施設の老朽化率(管きょ) %
下水道管きょの維持管理延長のうち、標準耐用年数(50年)を超過した管
きょの総延長の比率。
（耐用年数超過管きょ延長/下水道維持管理管きょ延長×１００）

0.00 0.00 0.00

管きょ調査率 %
下水道管きょの維持管理延長のうち、１年間に調査した管きょの延長の比
率。

37.47 32.66 1.30

管きょ改善率 %
下水道管きょの維持管理延長のうち、１年間に更新・改良・修繕された管
きょの延長の比率。
（改善管きょ延長/下水道維持管理延長×１００）

2.30 2.12 1.59

管きょ1km当たり陥没箇所数
箇所
/km

1年間に発生した管渠１ｋｍあたりの陥没箇所数
（管渠陥没箇所/下水道維持管理延長）

0.00 0.00 0.00

管きょ1m当たり維持管理経費 円/m
1年間に要した下水道管渠１ｍあたりの維持管理費
（維持管理管きょ費/下水道維持管理延長）

563.0 340.4 77.6

指標の名称 単位 指標の解説
長岡

浄化センター
長岡

浄化センター
長岡

浄化センター

主要設備の老朽化率 %
主要設備の標準耐用年数(１５年)の総計に対する経過年数の総計の比率
（主要設備の経過年数/主要設備の標準耐用年数×１００）

123.00 125.00 131.33

水処理プロセス余裕率 %
反応タンクでの現在晴天時最大処理水量に対する現在晴天時処理能力
の比率
（１－現在晴天時最大処理水量/現在晴天時処理能力）×１００

22.74 9.99 19.44

非常時電源確保率 %
非常時電源が確保できている処理場数の比率
（非常時電源が確保できている処理場数/所管の全処理場数×１００）

100.0 100.0 100.0

目標水質達成率(BOD) %
１年間に実施した水質試験(BOD)の内、目標水質を達成した回数の比率
（目標水質達成回数／水質調査回数×１００）

100.0 100.0 100.0

目標水質達成率(COD) %
１年間に実施した水質試験(COD)の内､目標水質を達成した回数の比率
（目標水質達成回数／水質調査回数×１００）

100.0 100.0 100.0

目標水質達成率(SS) %
１年間に実施した水質試験(SS)の内、目標水質を達成した回数の比率
（目標水質達成回数／水質調査回数×１００）

100.0 100.0 100.0

水処理使用電力原単位 kWh/m3 1年間に汚水１ｍ３を処理するために水処理施設で使用された電力量
（水処理使用電力量／年間総汚水処理量）

0.25 0.24 0.24

浄化センター使用電力原単位 kWh/m3 1年間に汚水１ｍ３を処理するために浄化センターで使用された電力量
(浄化センター使用電力量/年間総汚水処理量）

0.31 0.30 0.31

水処理使用消毒剤原単位 g/m3 処理水１ｍ３を処理するために使用された消毒剤量
（使用消毒剤量／年間総汚水処理水量）

10.39 8.70 7.81

法定水質基準遵守率(BOD) %
１年間の放流水質検査のうちBODの法定水質基準を遵守した回数の比
率

100.0 100.0 100.0

法定水質基準遵守率(SS) %
１年間の放流水質検査のうちSSの法定水質基準を遵守した回数の比率
（法定水質基準遵守回数／法定試験調査回数×１００）

100.0 100.0 100.0

法定水質基準遵守率
(大腸菌群数)

%
１年間の放流水質検査のうち大腸菌群数の法定水質基準を遵守した回
数の比率
（法定水質基準遵守回数／法定試験調査回数×１００）

100.0 100.0 100.0

管きょ等閉塞事故発生件数
(10万人当たり)

件
管きょ閉塞に伴う汚水の逆流、溢水により発生した事故発生件数

（事故発生件数/下水道処理人口×１０５）
0.0 0.0 0.0

第三者人身事故発生件数
(10万人当たり)

件
下水道が原因の第三者人身事故発生件数

（第三者人身事故年間発生件数／下水道処理人口×１０５）
0.0 0.0 0.0

下水道サービスに対する苦情件
数(10万人当たり)

件
下水道が原因の苦情件数

（苦情件数／下水道処理人口×１０５）
0.00 0.00 0.00

苦情処理率 %
苦情のうち１週間以内に苦情者が納得した件数
（１週間以内に処理した苦情件数／苦情総件数×１００）

－ － ―

下水道処理人口1人当たり
汚水処理費(維持管理費)

円/人
下水道処理人口１人当たりの維持管理費
（維持管理費／下水道処理人口）

3,880 4,234 3,973

晴天時汚濁負荷削減率(BOD) %
年間を通した汚濁負荷(BOD)の削減率
（１－放流BOD／流入BOD）×１００

98.1 97.5 97.5

再生水の使用率 %
１年間の処理水量に対し再生水として利用した割合。
（再生水利用量／汚水処理水量×１００）

5.3 5.4 4.5

消化ガスの使用率 %
１年間の総消化ガス発生量に対し有効利用した割合。
（消化ガス有効利用量／総消化ガス発生量×１００）

73.1 77.0 78.4

下水汚泥リサイクル率 %
１年間の総汚泥発生量に対し有効利用した割合。
（有効利用汚泥量／総汚泥発生量×１００）

100.0 100.0 100.0

処理人口1人当たり温室効果ガス
排出量

kg-
CO2/人

処理人口１人当たり１年間で下水処理で排出した温暖化効果ガスCO2換
算排出量
（下水道事業に伴うCO2換算排出量／下水道処理人口）

29.51 34.08 33.61
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